
科目名 時数（単位） 授業概要 実務経験の反映

保存修復 20（1）

歯科保存修復学の歯科医学における位置づけを理解し、歯を
健全な状態で保存するための、歯科保存修復学の役割を学
ぶ。保存修復の種類・材料および使用器具について学習す
る。保存修復における直接修復と間接修復を学習する。

歯科医師
歯科診療において、歯の修復治療は日常であり、使用す
る様々な材料や器材についての知識も豊富である。歯科
衛生士業務である『診療補助』の実技・演習の前に十分
な知識が備わるよう教授している。

歯内療法 20（1）

歯髄疾患および根尖性歯周組織疾患の分類、それぞれの原因
と治療方法を理解する。歯科衛生士として歯内療法治療に必
要な診査・診断・治療内容・器材・薬剤の知識を習得する。
歯科臨床において、日常的に行われる歯内療法に歯科衛生士
として携わる上で、その処置、器具、器械、薬剤の使用目
的、必要性を理解する。

歯科医師
歯学部では保存学講座に在籍し、当該科目に精通してい
る。歯の内部治療ではその方法や使用薬剤などの種類が
多く、歯科衛生士として理解を深める必要性があり、講
師は深い知識と経験を十分に伝えている。

歯周病学 20（1）

歯周疾患の基礎的内容（総論、歯周組織の解剖と機能、歯周
治療）について理解し、歯科衛生士業務を行うために必要な
歯周組織に生じる疾患の種類、症状、診断法および治療法に
ついて学ぶ。歯周疾患はう蝕とともに歯を失う２大疾患とい
われ、その予防と治療は歯科衛生士の仕事として極めて重要
である。歯周病への理解を深め、歯科衛生士として必要な予
防と治療の知識を習得する。

歯科医師
日本歯周病学会認定医であり、歯周病学に精通してい
る。歯周病の予防・治療は歯科衛生士の重要な業務の一
部であり、患者さんとの信頼関係を要する。十分な知識
を修得したのちに実技・演習へと進む。講師の豊富な知
識と症例は学生の知見を広めるものである。

放射線 30（1）

放射線についての基礎知識および、歯科におけるエックス線
写真の特徴・撮影法・読影について学ぶ。実習とレポートを
通じて、Ｘ線撮影法のうちのデンタル撮影口内法（平行法、
二等分法、口翼法、咬合法）及びパノラマ撮影の実際とその
補助について学ぶ。また、アナログとデジタルの現像法を学
ぶ。

歯科医師
歯学部の放射線学教室にて教職経験があり、歯科Ⅹ線に
精通している。レントゲン撮影は歯科医師が行うが、放
射線の被曝問題もあり、取扱う歯科衛生士には十分な知
識が必要である。また、撮影の際の補助などの演習も
行っている。

歯科補綴 20（1）

補綴歯科治療に関する基礎知識を身につけ、国家試験範囲を
網羅しつつ、補綴歯科治療の実際をイメージできるよう学び
を深めるための授業とし、同時に補綴歯科治療における歯科
衛生士の役割を理解することを目的とする。

歯科医師
歯学部第Ⅲ補綴教室にて教職経験がある。また、診療室
でも日常的に補綴治療を行っており、豊富な知識と経験
を活かした授業を行っている。

矯正歯科 30（1）

矯正学を通じて歯科全般について理解力を高める。教本並び
に実際に使用している矯正装置及び器具を用い、授業目標の
達成をはかる。

歯科医師
日本矯正歯科学会認定医である。また矯正歯科として開
業しており、日常における矯正治療から歯科衛生士に必
要な知識を教授している。

小児・障がい者
歯科

30（1）

口腔領域の正常な成長発育を障害する口腔疾患や異常などを
治療したり、または予防し発育変化を適切に対応し長期管理
を行う。小児とその保護者の特性を理解し適切な指導と支援
について学ぶ。
身体的・知的・精神的な障害のある人を対象として、不安や
リスクを取り除く対応力を学ぶ。

歯科医師
小児歯科を開業され、小児の患者さんを多く治療してお
り、臨床医の立場からぞの実際を教授している。
歯科医院での診療の傍ら口腔保健センターの障害者歯科
診療にも携わっており障害者に関する知見が深い。

口腔外科 30（1）

口腔外科治療の流れと診療上の注意点を理解し、歯科衛生士
として安全で安心な歯科医療を提供する知識を学ぶ。　ま
た、口腔外科的処置の際に留意すべき全身疾患の種類や注意
点について、基本的な知識を学ぶほか、がん手術、心臓・循
環器手術や臓器移植等の手術患者において、口腔衛生状態の
管理が術後感染や肺炎等の合併症予防に有効であることを学
ぶ。

歯科医師・歯科衛生士
歯学部の口腔外科講座や麻酔学教室で教職を経験。
病院歯科での治療から一般診療室内での小手術まで、口
腔外科治療の全般にわたり教授している。また歯科衛生
士が習得すべき口腔外科治療時の流れや留意点を演習も
交えて授業を行っている。

有病者歯医療科 15（1）

様々な基礎疾患をもつ患者への歯科治療の方法や、注意を要
する主な全身疾患について学習し、有病者の歯科治療を安全
に行うための知識を学ぶ。

歯科医師
病院の歯科口腔科部長である。手術は勿論のこと病棟患
者の診療を多く行っており、有病者歯科医療の経験が豊
富である。

歯科衛生士概論 15（1）

歯科衛生活動を実践し口腔の健康を支え全身の健康づくり、
QOLの維持に寄与できる保健医療人を目指すための基本的な
知識を習得する。予防を専門とする唯一の職種であることを
念頭に置き、３年間で習得すべき知識、技術、心構え等を確
認する。

歯科衛生士
地域の在宅歯科医療連携室に勤務しており、長年にわた
り医療相談業務を担っている。現場経験も豊富で、倫理
綱領に基づく歯科衛生の実践を教授している。
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